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Developing teaching materials which motivate active learning by way of promoting interactions  
in the learner’s research community  
 
○山路 奈保子※１  因 京子※２   アプドゥハン 恭子※３ 
YAMAJI, Naoko    CHINAMI, Kyoko   APDUHAN, Kyoko 
 
キーワード：日本語会話入門、教室外環境、動機付け、主体的学習 



























って実施した『NIHONGO FUN & EASY：Survival 








表 1 各課タイトル、モデル会話の場面、基本表現 




2 Talking about Foods (You Have to Avoid) 
場面：学内で開催されたウェルカムパーティー 
1. 肉、だめなんです。2. しょうゆ、いりますか？ 
3．これ、おいしいですよ。 
3 Making Small Talk (1) 
場面：キャンパス内での立ち話 
1. ここは買い物が不便です。 2. 寒いです。 
3．中国の北のほうから来ました。 
4 Asking for Things You Need 
場面：研究室／レストラン 
1. 定規、ありますか？ 2. トイレはどこですか？ 
3．もうちょっと小さいの、ないですか？ 
5 Placing Orders at Shops and Restaurants 
場面：コンビニ／コーヒーショップ 
1. お箸、ご利用ですか？ 2．カフェラテ、2 つお
願いします。3．540 円です。 




7 Asking for Consent or Permission before  
Doing Something      場面：研究室 
1. ここ、掃除したいんですけど… 2. あとでもい
いですか？3. これ、ここに捨ててもいいですか？ 
8 Talking about physical conditions 場面：研究室 







第 19回 専門日本語教育学会研究討論会誌 




Developing teaching materials which motivate active learning by way of promoting interactions  
in the learner’s research community  
 
○山路 奈保子※１  因 京子※２   アプドゥハン 恭子※３ 
YAMAJI, Naoko    CHINAMI, Kyoko   APDUHAN, Kyoko 
 
キーワード：日本語会話入門、教室外環境、動機付け、主体的学習 



























って実施した『NIHONGO FUN & EASY：Survival 








表 1 各課タイトル、モデル会話の場面、基本表現 




2 Talking about Foods (You Have to Avoid) 
場面：学内で開催されたウェルカムパーティー 
1. 肉、だめなんです。2. しょうゆ、いりますか？ 
3．これ、おいしいですよ。 
3 Making Small Talk (1) 
場面：キャンパス内での立ち話 
1. ここは買い物が不便です。 2. 寒いです。 
3．中国の北のほうから来ました。 
4 Asking for Things You Need 
場面：研究室／レストラン 
1. 定規、ありますか？ 2. トイレはどこですか？ 
3．もうちょっと小さいの、ないですか？ 
5 Placing Orders at Shops and Restaurants 
場面：コンビニ／コーヒーショップ 
1. お箸、ご利用ですか？ 2．カフェラテ、2 つお
願いします。3．540 円です。 




7 Asking for Consent or Permission before  
Doing Something      場面：研究室 
1. ここ、掃除したいんですけど… 2. あとでもい
いですか？3. これ、ここに捨ててもいいですか？ 
8 Talking about physical conditions 場面：研究室 




















































































表 2 受講者の属性 
 身分 出身 来日 
A 博士後期課程 東南アジア 2016.4 
B 博士後期課程 東南アジア 2016.10 
C 博士後期課程 東アジア 2016.10 
D 研究生 東南アジア 2016.10 
E 交換留学生 東南アジア 2016.10 
F 交換留学生 東南アジア 2016.10 
G 研究員の家族 南アジア 2016.8 
H 学生の家族 東アジア 2016.10 
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